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10 月 22 日（木）10:20 講演 

医薬品製造プロセスのデジタル設計とモダリティ展開：Annex 1時代の新アプローチ 

QbD の実践やプロセスの最適化に向けた数理モデリング・シミュレーションのアプローチを紹介する。低分子・
抗体・肝細胞のモダリティに展開した直近の成果と今後の展望を示す。 

 

 


